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　ＪＡいぶすき青年部は１月 18 日、指宿市の開聞総合グラウンドで、第９回ＪＡ - ＹＯＵＴＨ
旗争奪ソフトボール大会を開催しました。ＪＡ管内各地区の少年団のほか、今回初めて南九州市
知覧地区からも３チームが参加、合計 19 の少年団（287 名）が大会に出場しました。
　児童たちは予選から全力でプレー、熱戦を繰り広げ、松山ソフトボールスポーツ少年団（知覧
地区）が優勝しました。大会会場ではＪＡ青年部員が育てた地元の新鮮な野菜を販売、女性部員
が児童や保護者に手作りの温かい豚汁を振舞うなど大会をサポートしました。

○主な大会結果は次の通りです。（敬称略）
優　勝　松山ソフトボールスポーツ少年団　　（知覧地区）
準優勝　柳田ソフトボールスポーツ少年団　　（指宿地区）
３　位　生見・瀬々串ソフトボールスポーツ少年団

（合同チーム　喜入地区）
３　位　丹波ソフトボールスポーツ少年団　　（指宿地区）

　　JA-YOUTH
旗争奪ソフトボール大会

松山ソフトボールスポーツ少年団

柳田ソフトボールスポーツ少年団 生見・瀬々串ソフトボールスポーツ少年団 丹波ソフトボールスポーツ少年団

第９回

優勝

準優勝 ３位 ３位
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　１月12日は「成人の日」。全国各地で成人式
が開催されました。ＪＡでも１月５日、本所の仕
事始め式で成人の日を迎える職員を祝いました。
ここで７人の職員を紹介します。�

（名前）①所属先　②抱負

祝成人職員紹介

20歳の決意

①所属先
畜産部　畜産業務課

②抱負
社会人としての自覚を持ち、責任あ
る行動を心がけていきたいと思いま
す。

中村　汐里
（なかむら　しおり）

①所属先
山川総合支所　購買課

②抱負
　沢山の方々に助けられ様々な事を
学び、入組してから２年が経ちまし
た。今後は自分の仕事に責任を持
ち、何事にも一生懸命取り組んで行
きたいと思います。山崎　陽子

（やまざき　ようこ）

①所属先
開聞中央支所　金融共済窓口担当

②抱負
入組して２年が経ちました。周りの
方々に助けられ、支えられて成人の
日を迎えることができました。まだ
まだ未熟ですが、毎日笑顔で元気に
仕事に励んでいきたいと思います。上髙原 マイカ

（かみたかはら　まいか）

①所属先
別府支所　金融共済担当

②抱負
ＪＡに入組してからあっという間に
２年が経ちました。これまで先輩方
や組合員の皆様に支えられながら仕
事をすることが出来ました。これか
らは、成人としての自覚を持ち、気
を引き締めてより一層頑張ります。

湯田　香希
（ゆだ　こうき）

①所属先
中部支所
金融共済窓口（公金兼務）担当

②抱負
周りの方に助けられながら、無事成
人の日を迎えることが出来ました。
まだまだ未熟でありますが、仕事に
責任と自覚を持って明るく元気に頑
張ります。

大坪　栞
（おおつぼ　しおり）

①所属先
喜入支所　金融共済窓口担当

②抱負
入組して２年というのは、とても早
く感じました。
まだまだ未熟で勉強不足ではありま
すが、責任感を強く持ち、資格取得
にも励みながら頑張ります。梶原　真希

（かじはら　まき）

①所属先
畜産部　畜産管理課

②抱負
入組してから、多くの方々から大切
なことを学んで来ました。これから
も学んで来たことを生かし、一生懸
命頑張ります。

瀬戸　洋恵
（せと　ひろえ）
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ＪＡ役職員と
語る会

山川地区
ちゃぐりんフェスタ

開聞地区
クリスマスケーキ作り

ＪＡユースソフトボール大会
豚汁作り

フレッシュミズ
子育てママ講座

開聞地区
ちゃぐりんフェスタ

12/2312/20

１/23

12/23

１/18

１/30
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春
を
告
げ
る
第
34
回
い

ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン

大
会
（
同
大
会
実
行
委
員

会
主
催
）
が
１
月
11
日
、

指
宿
市
で
開
催
さ
れ
、
約

１
万
８
０
０
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
菜
の
花
で
満
開
の

南
薩
路
を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。
多
数
の
地
元
住
民
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
、
Ｊ
Ａ
も
生
産
部
会
・

青
年
部
・
女
性
部
・
職
員

な
ど
が
沿
道
や
ゴ
ー
ル
で

応
援
し
、
地
元
特
産
の
ソ

ラ
マ
メ
、
実
エ
ン
ド
ウ
の

ス
ー
プ
や
揚
げ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
な
ど
を
振
る
舞
い
、

ラ
ン
ナ
ー
を
激
励
し
ま
し

た
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に

埼
玉
県
庁
公
務
員
ラ
ン

ナ
ー
で
お
な
じ
み
の
川
内

優
輝
選
手
も
参
加
、
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
立
山
川
高
校

は
１
月
16
日
、
学
校
の
実

習
圃
場
で
Ｊ
Ａ
・
地
元
生

産
者
・
行
政
な
ど
と
試
験

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る

実
エ
ン
ド
ウ
の
新
品
種

「
ま
め
こ
ぞ
う
」
を
収
穫

し
ま
し
た
。
生
徒
・
先

生
・
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
行

政
な
ど
21
人
が
参
加
、
生

徒
は
、
昨
年
の
10
月
に
種

を
ま
い
た
実
エ
ン
ド
ウ
を

生
産
者
や
学
校
教
諭
に
指

導
を
受
け
、
10
．
８
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
収
穫
し
ま
し

た
。
試
験
栽
培
は
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
は
単
収
向
上
を
図
る

た
め
の
栽
植
密
度
（
株

間
）
を
実
証
し
、
指
宿
市

で
の
新
品
種
普
及
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。
園
芸
工

学
・
農
業
経
済
科
３
年
生

の
東
川
千
尋
さ
ん
は
「
皆

様
に
助
け
て
頂
き
、
初
収

穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
し
っ
か
り
管

理
し
た
い
。」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

山川高校生徒が「まめこぞう」収穫

第34回
いぶすき菜の花マラソン大会

第34回いぶすき菜の花マラソン大会

ソラマメのスープでランナーを激励

「まめこぞう」を初収穫した生徒や生産者
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Ｊ
Ａ
で
は
１
月
８
日
、
南
九
州
市

頴
娃
町
に
最
新
の
ニ
ン
ジ
ン
選
果
設

備
を
導
入
、
稼
働
し
て
選
果
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
費
用
は
約

１
億
９
０
０
０
万
円
で
、
設
備
の
特
徴

と
し
て
①
日
量
処
理
能
力
約
30
ト
ン
。

個
人
ご
と
に
選
果
し
、
評
価
で
き
る
。

②
同
じ
階
級
の
ニ
ン
ジ
ン
を
さ
ら
に
細

か
く
選
果
、
各
市
場
の
要
望
に
も
細
か

く
対
応
、
有
利
販
売
が
可
能
。
③
冷
却

水
を
使
用
し
、
品
質
が
安
定
。
④
洗
浄

し
た
加
工
カ
ン
シ
ョ
の
選
果
も
可
能
で

選
果
機
の
利
用
率
が
向
上
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
治
佐

積
え
い
野
菜
部
会
に
ん
じ
ん
専
門
部
長
は
「
最
新
の
設
備

で
安
心
安
全
な
ニ
ン
ジ
ン
を
出
荷
す
る
こ
と
に
努
め
、
産

地
拡
大
に
取
り
組
み
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

頴
娃
地
区
は
県
内
一

の
ニ
ン
ジ
ン
産
地
と

な
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
で

は
２
０
１
４
年
度
、
生

産
者
数
１
１
０
人
・

約
70
ヘ
ク
タ
ー
ル
・

３
０
０
０
ト
ン
を
出
荷

す
る
計
画
で
、
主
に
関

西
、
中
部
の
市
場
へ
出

荷
予
定
で
す
。

　

山
川
地
区
で
レ
タ
ス
の
収
穫
作
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
当
地
区
の
レ
タ
ス
栽
培
は
、
温
暖
な
気
候
の
恩
恵
で
昔

か
ら
盛
ん
な
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
人
の
生
産
者
で
作

る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
鹿
児
島
く
み
あ
い
食
品
㈱
と
の
全
量
契

約
栽
培
と
な
っ
て
お
り
、
所
得
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

畑
で
コ
ン
テ
ナ
に
収
穫
さ
れ
た
レ
タ
ス
は
、
集
荷
場
に
持

ち
込
ま
れ
、
玉
の
大
き
さ
な
ど
で
出
荷
先
ご
と
に
選
別
、
荷

作
り
さ
れ
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
、
10
月
中
旬
か
ら
11
月
中

旬
ま
で
計
画
的
に
定
植
作
業
を
行
い
、
定
植
時
期
ご
と
に
早

生
～
晩
生
ま
で
品
種
を
変
え
ま
す
が
、
12
月
下
旬
～
１
月
の

収
穫
時
期
と
な
る
レ
タ
ス
は
気
温
、
日
照
量
な
ど
天
候
に
左

右
さ
れ
や
す
い
た
め
品
種
選
び
が
難
し
く
、
生
産
者
の
浜
田

勝
成
さ
ん
（
55
）
は
「
去
年
良
か
っ
た
品
種
が
今
年
も
良

か
っ
た
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
レ
タ
ス
作
り
は
難
し
い
。
台

風
の
影
響
で
、
植
え
付
け
が
予
定
よ
り
遅
れ
、
気
温
も
低

か
っ
た
の
で
例
年
よ
り
収

穫
時
期
も
遅
れ
気
味
。
こ

れ
か
ら
冬
が
本
番
に
な
る

が
、
安
心
、
安
全
な
も
の

を
消
費
者
の
食
卓
に
届
け

る
た
め
今
後
も
管
理
作
業

を
し
っ
か
り
し
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

　

契
約
グ
ル
ー
プ
で
は

鹿
児
島
認
証
も
取
得
し
、

面
積
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル

出
荷
量
３
４
０
ト
ン
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

山川地区レタス出荷順調

頴娃地区最新設備でニンジン出荷

順調に収穫されるレタス

選果機完成神事の様子

最新のニンジン選果設備
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　ＪＡグループ鹿児島は１月26日、指宿市で
キャンプに入ったサッカーチーム、鹿児島ユ
ナイテッドＦＣへ農畜産物を贈呈、チームを激
励しました。キャンプ地のＪＡいぶすきからソ
ラマメ４キロ、スナップエンドウ１キロ、サツ
マイモ５キロ、県経済連から牛肉、豚肉約21キ
ロを西村仁組合長とギュージンガーブラックが
チームに贈りました。
　西村組合長は「ＪＡいぶすきは地域に密着した協同組合として活動している。今後も地元鹿児島の
チームである鹿児島ユナイテッドＦＣを応援して行きたい。」と話しました。浅野哲也鹿児島ユナイ
テッドＦＣ監督は「たくさんの農畜産物を頂き選手も喜んでいる。期待に応えることが出来るように
しっかりと練習したい」と感謝しました。ＪＡグループ鹿児島は、2014年度からオフィシャル（トッ
プ）パートナーとしてチームの活動を支援しています。

　ＪＡは１月 27 日、管内７つの購買店舗を対象
にしたディスプレイコンテストを開催しました。
ＪＡ・県経済連・全農が店舗内や倉庫などをＰＯ
Ｐの見やすさ商品の取りやすさ、整理整頓が出来
ているかなど 11 項目で審査しました。最優秀賞
に輝いた小川購買店舗の職員は「全員で協力しな
がら、組合員、農家の皆様が商品を選びやすく手
に取りやすいように心掛けて作った。来店して確
かめて欲しい。」と喜びを語りました。

鹿児島ユナイテッドＦＣを
農畜産物で激励

○主な結果は以下の通りです。
最優秀賞　小川購買店舗（山川地区）
優 秀 賞　池田購買店舗（指宿地区）
努 力 賞　東部配送センター（指宿地区）ディスプレイコンテストで優勝した小川購買店舗

（山川地区）

鹿児島ユナイテッドＦＣを激励した贈呈式

２０１４年度　ＪＡいぶすき購買店舗
ディスプレイコンテスト
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　ＪＡは12月26日、指宿市山川の本所前で交通安
全街頭キャンペーンを行いました。指宿警察署・
共済部・本所職員など約30人が参加、ドライバー
に交通安全グッズやペットボトルのお茶などを手
渡し、安全運転を呼びかけました。西迫忠憲常務
は「交通安全街頭キャンペーンを通じて、年末年
始の交通ルール順守をお願いし、誰もが安心して
暮らせる地域社会づくりに貢献したい。」と話し
ました。

　ＪＡ開聞果樹部会中晩柑専門部会は12月26日、
指宿市開聞仙田の迫田等部会長の畑でデコポン
（不知火）管理講習会を開催しました。生産者・
行政・ＪＡなど７人が参加、果実調査の結果報告、
貯蔵管理の指導内容などを確認しました。収穫は
12月下旬から１月下旬まで続き、収穫したデコポ
ンは糖度を上げるため、約１ヶ月貯蔵します。Ｊ
Ａでは、２月下旬の出荷まで生産者３人で共販数
量約10トンを計画しています。

　ＪＡいぶすき観葉植物部会は１月５日、ＪＡ観
葉センターで初荷の出発式を開催しました。生産
者・行政・ＪＡなど約50人が参加、神事で玉串を
奉納、テープカットをして初荷のトラック３台
を見送りました。出荷先は関東地方を中心に約
3000鉢で、下温湯正弘ＪＡ観葉部会長は「この一
年、皆様と一緒に部会、指宿の観葉を盛り上げた
い。」と話しました。
　2014年度は、部会員数58人で９億5000万円を計
画しています。

観葉センター出発式 ＪＡ共済交通安全街頭キャンペーン

デコポン（不知火）収穫開始

ドライバーに交通安全をお願いする西迫常務

デコポン（不知火）を収穫する迫田部会長

テープカットをする関係者
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平
成
26
年
12
月
25
日
、
第
13
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
平
成
26
年
度
11
月
末
資
産
査
定
結
果
に

つ
い
て

○
平
成
26
年
度
第
３
四
半
期
実
績
及
び
年

度
末
実
績
見
込
み
に
つ
い
て

○
内
部
監
査
の
品
質
評
価
実
施
要
領
改
正

（
案
）
に
つ
い
て

○
信
用
照
会
審
査
基
準
の
改
正
に
つ
い
て

○
中
部
支
所
賃
借
土
地
の
取
得
（
案
）
に

つ
い
て

○
全
国
監
査
機
構
監
査
〔
期
中
監
査
Ⅰ

（
改
善
を
要
す
る
事
項
）・（
事
務
的
改
善

事
項
）〕
の
監
査
回
答
書
（
案
）
に
つ
い

て
【
報
告
事
項
】

・
年
末
年
始
の
業
務
に
つ
い
て

・
仕
事
納
め
式
に
つ
い
て

・
仕
事
始
め
式
に
つ
い
て

・
第
１
回
総
合
支
所
ふ
れ
あ
い
委
員
会
の
開

催
状
況
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強

化
に
つ
い
て

　

（
１
月
度
）

・
全
般
統
制
・
不
祥
事
未
然
防
止
行
動
計

画
の
評
価
項
目
一
覧
表
（
第
３
四
半

期
）
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
不
祥
事
未
然
防
止
計
画

（
第
３
四
半
期
）
の
実
績
に
つ
い
て

他
　

平
成
27
年
１
月
29
日
、
第
14
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
平
成
26
年
度
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度

額
の
設
定
に
つ
い
て
（
変
更
案
）

○
役
員
報
酬
審
議
会
設
置
運
営
要
領
の
一

部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
役
員
報
酬
審
議
会
へ
の
諮

問
に
つ
い
て

○
子
会
社
（
い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱
）
と
の

賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
鹿
児
島
県
信
連
か
ら
の
設
備
借
入
及
び

経
済
事
業
借
入
に
つ
い
て

○
債
務
保
証
契
約
に
伴
う
農
業
信
用
基
金

協
会
へ
の
出
資
に
つ
い
て

○
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
11
月
末
資
産
（
全
資
産
）

査
定
結
果
に
つ
い
て　

他

【
報
告
事
項
】

・
新
資
材
店
舗
・
直
売
所
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
第
３
四
半
期
の
内
部
監
査

報
告
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
12
月
末
実
績
に
つ
い
て

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強

化
に
つ
い
て

　

（
２
月
度
）

・
平
成
27
年
度
・
各
会
議
体
に
お
け
る
不

祥
事
再
発
防
止
の
た
め
の
研
修
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
財
務
諸
表
等
監
査
（
期
中
監
査
Ⅱ
）
の

実
施
に
つ
い
て

・
規
制
改
革
に
係
る
組
織
討
論
の
開
催
に

つ
い
て

・
平
成
27
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
ア
グ
リ
ス

ク
ー
ル
実
施
計
画
に
つ
い
て�

他

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

【
喜
入
】　

岡　

元　

ノ
リ
子　

（
89
）

【
指
宿
】　

近　

道　
　
　

勉　

（
80
）

黒　

木　

議　

詠　

（
71
）

小　

吉　

玲　

子　

（
78
）

鶴　

田　

シ　

ゲ　

（
93
）

豊　

田　

建　

治　

（
100
）

【
山
川
】　

桑　

鶴　

博　

美　

（
89
）

迫　

田　

昭　

彦　

（
48
）

桑　

鶴　

茂　

也　

（
73
）

今　

村　

キ
ト
エ　

（
98
）

森　

永　

繁　

子　

（
78
）

馬　

場　

義　

雄　

（
93
）

肥　

後　

市　

志　

（
96
）

濵　

田　

安　

芳　

（
77
）

藤　

坂　

俊　

朗　

（
57
）

東　
　
　

シ
ヅ
エ　

（
88
）

打　

越　

ノ
リ
子　

（
78
）

三　

浦　

壽　

男　

（
84
）

井　

手　

サ
サ
エ　

（
95
）

東
中
川　

忠　

重　

（
76
）

松　

木　

茂　

一　

（
82
）

【
開
聞
】　

川　

内　
　
　

芬　

（
83
）

荒　

田　

サ
チ
子　

（
84
）

松　

尾　

ハ
ツ
エ　

（
98
）

八　

尾　

鈴　

子　

（
73
）

下　

川　

貞　

治　

（
84
）

西　

元　

春　

子　

（
94
）

吉　

留　
　
　

侃　

（
99
）

下　

吉　

フ
ヂ
子　

（
77
）

田　

原　

キ
ヨ
子　

（
82
）

松　

元　

ヱ　

子　

（
92
）

【
頴
娃
】　

牛　

垣　

オ
ナ
セ　

（
95
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
11
日
、
い
ぶ

す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
で
５
回

目
の
挑
戦
と
な
り
ま

し
た
が
、
沿
道
で
応

援
す
る
人
々
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

の
応
援
に
支
え
ら
れ

て
無
事
完
走
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
毎
年
挑

戦
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。 表紙の写真

（
平
成
26
年
12
月
１
日
～

平
成
26
年
12
月
31
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

一　

古
木
に
も
白
梅
咲
け
り
ほ
の
ぼ
の
と
香

り
て
寒
気
し
ば
し
緩
び
ぬ

辰
野　

千
鶴
子

二　

カ
ポ
ッ
ク
の
初
荷
を
急
ぐ
冷
ゆ
る
朝
両

手
に
息
か
け
鉢
洗
い
終
ゆ柚

木
崎　

イ
ツ
子

三　

老
人
の
ホ
テ
ル
に
集
う
新
年
会
は
ず
む

宴
に
刻
を
忘
る
る

吉
元　

美
知
子

四　

床
の
間
に
正
月
用
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
固

き
つ
ぼ
み
が
大
寒
に
ひ
ろ
ぐ高

田　

須
美
恵

五　

立
春
を
呼
ぶ
風
き
ら
り
丹
冊
の
タ
ー
ン

軽
や
か
に
風
鈴
鳴
ら
す

吉
永　

多
美
子

六　

新
春
の
ス
タ
ー
ト
を
空
へ
轟
か
せ
マ
ラ

ソ
ン
道
の
気
魄
を
ま
と
う

永
田　

幸
子

七　

家
族
乗
せ
犬
乗
せ
岐
阜
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
菜
の
花
の
咲
く
わ
が
町
に
来
る

山
下　

ひ
ろ
子

八　

大
晦
日
正
月
疲
れ
薄
ら
ぎ
て
早
も
七
草

厨
辺
に
立
つ

枝
元　

順
子

九　

山
里
に
兄
の
遺
せ
し
蝋
梅
の
庭
に
華
や

ぎ
寒
風
に
匂
う

上
西
園　

ふ
じ
え

十　

小
さ
め
の
「
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
」
は
自
分

よ
り
大
き
め
の
木
に
も
た
れ
て
立
て
り

吉
田　

知
佐
子

一
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

い
ぶ
す
き
短
歌
会

　ＪＡ管内ではスナップえんどうの出荷
が続いています。秋葉さんご夫妻も収穫
作業で忙しい日々を送っていました。



親子で農業体験♪


